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第３回執行委員会 

今後の取り組みに向け意思統一！ 
４月１日、ＪＲ四国労組自動車支部は「第３回執行委員会」を開催した。 

議事では経過として、「第３７回定期本部委員会」「２０２４春季生活闘争」

「２０２４年度事業計画にかかる経営協議会」について報告した。とりわけ「２

０２４春季生活闘争」においては、会社発足以来初めてとなるベースアップを獲

得し、全世代に対する賃金改善が実現するとともに、「調整手当」の新設を含め、

運転係の社員登用時における基本給の逆転現象や５５歳以降の賃金減額といっ

た、基本給にまつわる重大な課題について前進が図られた。これまでの組合員と

家族の努力がベースアップ等の成果につながったことを共有し合い、「安全・安

心輸送」の継続を通じて、さらなる労働条件改善が果たせるよう意思統一した。

また、議題として「安全・事故防止にかかる経営協議会」に向けた付議や「２０

２４年度夏季賞与」を取り上げた。「安全・事故防止」については、この間発生

した事故・事象等や安全に関わる施策等を振り返りながら意見を交わし、「２０

２４年度夏季賞与」については、２０２３年度決算を踏まえて要求月数等を決定

することとした。 

社員登用された４名の歓迎会を開催！ 
執行委員会終了後、４月１日付

で社員登用された４名に対する

歓迎会を開催。すでに４名とも

準組合員として加入済みであっ

たものの、あらためて労働組合

の意義や役割、ＪＲ四国労組と

しての取り組みを説明し、今後

の活動への参画を促すとともに

各種共済への加入などを行った。 

 

自動車支部一同は社員登用された４名の方々に対し 

お祝い申し上げるとともにあらためて歓迎します              
 


